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◦軀体構造…………………………………… 許容たわみ5mm
◦ガラス重量

2 天井内スペース
板ガラスの上部に吊下げ用クランプ金物取り付けのため、天井
内に高さ430mm以上のスペースが必要です。これ以下の場合
は特別の配慮を必要とします。

3 天井部構造
施工上、振れ止め金物・天井部サッシ、および天井仕上材はガラ
ス面から内外500mm程度の範囲は取り外し可能とします。

4 サッシ構造
剛　性
◦ 各部サッシには耐風圧性能上の支障がないようにしてください。
◦ サッシスクリーンの場合、金属方立のたわみは風圧負荷時

1/200以下としてください。
構　造
◦ ガラス構成が単窓または二連窓の場合、施工上縦方向サッシ

は押縁としてください。

5 ガラス厚み・品種
面ガラス …………………… フロート板ガラス 厚さ8ミリ以上
とし、かつ耐風圧性能上支障のないガラス厚さとしてください。
※ 真空ガラス、複層ガラス、強化ガラス、倍強度ガラス及び合わせガラスは、クランプ金

物で吊り下げることはできません。

6 クランプ金物
吊下げ用クランプ金物は、ガラス重量により使い分けてください。

ガラス重量が7,000N｛700kgf｝を超える場合は、特製クランプ
を使用してください。

サスペンドスクリーンは大板ガラスを特殊な金物で吊下
げ、ゆがみのない大きな開口部を構成するガラススクリー
ンです。自重によるたわみをなくし、美しい外観と同時に安
全性も確保した空間を創ります。

1 美しい外観
サスペンド機構によりガラス本来の光学的性能が十分発揮さ
れ、美しい透視像や反射像が得られます。

2 大きな開口部
スティフナーにガラスを用いると完全透視の大きな開口部が得
られます。
※ らんまガラスにご使用の際は、万一の破損にそなえ、飛散防止フィルムを貼付し、自重

受け金物を併用するなどの落下防止対策をおとりください。

1 ガラス高さ
光学的性能および施工性を考え、下表を基準とします。

2 その他
◦ 大板ガラスで光学的性能を重視する場合。
◦ ガラス重量を下に負荷できない場合。

サスペンド用ガラス・クランプ金物・バックアップ材・シーリング材。
構造透視図（P.141）において、 塗りの部分はガラス工事範
囲から除きます。

1 軀体強度
ガラスを上部軀体に吊下げるため、構造設計時においてガラ
ス重量と鉄骨金物重量を配慮してください。特にキャンティレ
バー構造や大スパン構造の場合は注意が必要です。

8
10
12
15
19

20.0
25.0
30.0
37.5
47.5

呼び厚さ（ミリ）

ガラス比重2.5
重　　量

※重さは1㎡あたりの重量です。

kgfN
196
245
294
368
466

サスペンドスクリーン
大板ガラススクリーン

特 長

適用基準

ガラス工事範囲

設計基準

ガラス高さ

4m未満

4～6m

6m以上

サスペンド工法の適用

不要

要・不要　どちらでも可

要

S S S W W

2,000N
｛200kgf｝
 以下

S : シングルクランプ　W : ダブルクランプ

4,000N
｛400kgf｝
 以下

7,000N
｛700kgf｝
 以下
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7 シーリング材
◦ 面ガラスと面ガラスの突き付け目地およびガラスとサッシ間

目地／シリコーン系シーリング材
◦ 面ガラスとスティフナーガラスの突き合わせ目地／高モジュ

ラスまたは中モジュラスシリコーン系シーリング材

8 スティフナーと上下端部固定材
スティフナーガラスの上下端部は固定材（EPDM耐シリコーン
タイプ・硬度90°または、ポリカーボネート樹脂＋EPDM耐シリ
コーンタイプシート・硬度90°）で支持してください。

面ガラスとスティフナーガラスが逃げの少ない突き合わせとな
るため、上下部のサッシ枠は高い精度が必要です。

1 サッシ枠精度

2 各部の納まり
標準構造、または建築物に合わせて、弊社が示す構造の納まり
となっていることが必要です。

1 耐風圧性能
一般の四周サッシ窓と同様、スティフナーガラスは有効な支持
として働きます。
◦ スティフナーガラス幅は計算により求めてください。
◦ 面ガラス・スティフナーガラスの上部は上部サッシ枠と振れ

止め金物で、下部は下部サッシ枠で強固に支持します。
◦ スティフナーガラスの上下端部は固定材（EPDM耐シリコー

ンタイプ・硬度90°または、ポリカーボネート樹脂＋EPDM耐
シリコーンタイプシート・硬度90°）で支持してください。

注： シリコーン系シーリング材がポイントになりますので、選定にあたってはモデュラス・
耐久性などご配慮ください。

2 耐震性能
◦ 最端部のガラスは、各ガラスのせり合いによって変位が集中

しやすいので、側部サッシは溝深さを大きくとり、十分なエッ
ジクリアランスを確保してください。

◦ コーナー部は金属方立を設ける方法が耐震上優れていま
す。また、ガラスを突き合わせとする際は、ガラスとサッシ間
にEPDM耐シリコーンタイプを挿入し、さらに面ガラスと面
ガラスの突き合わせ目地幅を10〜15mm程度としてください

（突き合わせ目地は耐震性を考慮し、中モジュラス程度のシ
リコーン系シーリング材を推奨します）。

◦ スティフナーガラスは面ガラスとのシリコーン目地幅を10〜
15mm程度確保し、さらに上下サッシの溝幅を広げてガラス・サッ
シ間目地幅を10〜12mm程度にすると耐震性向上に有効です。

注：耐震設計に関しては事前にご検討ください。

b
a

c

194-1

　

 a 上下サッシ枠通り心

 b スティフナー枠間隔

 c 上下サッシ間隔

許容誤差（mm）

±3

±2

±5
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必要精度と各部納まり

標準構造

耐風圧・耐震性能

■標準構造

面ガラス

スティフナーガラス

面ガラス

スティフナーガラス
スティフナーガラス

245

28
0

245 365 365

28
0

シングルクランプ ダブルクランプ

95 28
0

面ガラス
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1 上部構造
上部下地（ガラス工事外）
◦ 軀体（梁など）と上部支持金物を強固に接合する金物
◦ 軀体の梁下から天井面までの間隔は種々異なるため、間隔に

合った形状の金物を使用してください。

上部支持金物（ガラス工事外）
◦ クランプ金物でガラスを吊下げるための主構造材。
◦ クランプ金物取り付け心に長穴（50×30）が必要です。

クランプ金物
◦ ガラスを吊下げる機構の金物で、所定のトルク18N･ｍ｛180 

kgf･cm｝で締めつけてください。
◦ ガラス重量によりシングルクランプまたは、ダブルクランプ

を用いてください。

上部サッシ（ガラス工事外）
◦ 風圧力に対してガラス上辺を支持するために十分な剛性が

必要です。特にスティフナーガラスの小口面に当たる部分は
注意が必要です。

◦ ガラス施工上、取り外し可能とします。
◦ ガラスとサッシの目地幅を10mm以上とします。
◦ スティフナーガラス端部は固定材（EPDM耐シリコーンタ

イプ・硬度90°または、ポリカーボネート樹脂＋EPDM耐
シリコーンタイプシート・硬度90°）で支持してください。 
スティフナーガラスのかかりしろは設計風圧力によって生じ
る反力に応じて決定します。最低でも20mm以上または板厚
の1.5倍とします。

2 ガラス部構造
面ガラスおよびスティフナーガラスの目地幅は耐震設計によっ
て決定してください。

面ガラス
◦ フロートガラス 厚さ8〜19ミリ、必要な耐風圧力を持つもの

としてください。

スティフナーガラス
◦ 必要なシール接着幅を確保できる厚さと、必要な耐風圧力を

持つ幅としてください。
◦ 面ガラスとスティフナーガラスの突き合わせ目地幅は10〜

15mm程度としてください。

3 端部構造
端部サッシ
◦ サッシ溝深さ45mm以上
◦ ガラスかかりしろは20mm以上または板厚の1.5倍とします。
◦ ガラスとサッシの目地幅は10mm以上とします。
◦ ガラス施工上、押縁を要する場合があります。

4 下部構造
下部サッシ
◦ サッシ溝深さ標準50mm
◦ 面ガラスかかりしろは20mm以上かつ板厚の1.5倍とします。
◦ ガラスとサッシの目地幅は10mm以上とします。
◦ スティフナーガラスの端部は固定材（EPDM耐シリコーンタ

イプ・硬度90°または、ポリカーボネート樹脂＋EPDM耐シリ
コーンタイプシート・硬度90°）で支持してください。スティフ
ナーガラスのかかりしろは設計風圧力によって生じる反力に
応じて決定します。最低でも20mm以上かつ板厚の1.5倍と
します。

◦ サッシ構には万一の落下時の破損防止のため、セッティング
ブロックを入れてください。

日本建築学会のJASS17（ガラス工事）3.4.1 自立型および吊
下げ型ガラススクリーン構法に準じた仕様、または、ガラス方立
構法技術指針（案）に準じた設計としてください。

サスペンドスティフナースクリーン・ガラススティフナースク
リーンにおいては、スティフナーガラスが風圧荷重を支持する
重要な役割を果たしています。このため、設計風圧力は板ガラ
スの耐風圧設計の方法※に従い、建物基準高さHとガラス上端
高さZにより算定してください。面ガラスの板厚については板ガ
ラスの耐風圧設計の方法※に従って算定してください。また、ス
ティフナーガラス幅はP.142の式を用いて算定してください。
※ 板ガラスの耐風圧設計の方法については、ガラス建材総合カタログ「技術資料編」の

5.板ガラスの強度と安全をご参照ください。

目地幅・各部構造

スティフナーガラス

●住友不動産新宿ファーストタワー（東京）
　設計：アール・アイ・エー、E.D.L.共同企業体
　施工：大成建設
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バックアップ材
シリコーン系
シーリング材

上部下地

面ガラス

下部サッシ

125

L-90×90×10

上部支持金物

L-75×75×9

クランプ金物
（シングル）

クランプ金物
（ダブル）

スティフナーガラス

    -200×90×8×13.5280
(330)

1020

20

10

243

363

145L-90×90×10

95(125)
15

5020
30

3
3

10
10

バックアップ材
EPDM耐シリコーンタイプ

シリコーン系シーリング材

シリコーン系シーリング材

10

L-75×75×9 上部サッシ

L-75×75×9
（取り外し可能）

■構造透視（参考図） ※       部分は、ガラス工事範囲から除きます。
※風荷重等、外力を考慮して部材断面をご検討ください。
※シーリング材
・面ガラスと面ガラスの突き付け目地およびガラスとサッシ間目地／シリコーン系シーリング材
・面ガラスとスティフナーガラスの突き合わせ目地／高モジュラスまたは中モジュラスシリコーン系シーリング材
※ 上部構造の部材間の取付けは高力ボルトをおすすめします。
※ (  )内寸法は特製クランプの場合を示します。

●日本生命丸の内ガーデンタワー（東京）
　設計：日建設計
　施工：日本生命大手町ビル建設工事共同企業体
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スティフナーガラス部のシールに、何らかの理由で欠陥が生じ
た場合、ガラスは四辺支持ではなくなり、耐風圧強度が大きく

低下します。したがって、シールやガラスのメンテナンスが容易
に行える、１階等でご使用ください。

20mmまたは
板厚の1.5倍以上>25

>1
0

>1
0

>45

面ガラス

シリコーン系
シーリング材

バックアップ材

面ガラス

面ガラス間突き付け目地：
シリコーン系シーリング材

EPDM-S（90°）
またはポリカーボネート樹脂＋
EPDM-Sゴムシート（90°）

>1
0

>1
0

>2
0

セッティング
ブロック

>
5
0

シリコーン系
シーリング材

バックアップ材

>10>10

シリコーン系
シーリング材

バックアップ材

>10>10

天井

EPDM-S

 シリコーン系
 シーリング材
（中モジュラス）

>10

10
～
15

>10

>
6

スティフナーガラス
面ガラスとスティフナーガラスの
突き合わせ目地：
シリコーン系シーリング材
（高モジュラスまたは中モジュラス）

10
～
15

>10 >10

>1
0

>1
0

10
～
15

●端部サッシ部 ●スティフナーガラス部 ●上下サッシ部●コーナー部

■両側スティフナータイプ ■片側スティフナータイプ

＊設計風圧力の単位は、 N/m2ですが、スティフナーガラス幅の
　算定に用いる単位は、N/cm2ですので、ご注意ください。

　また、この計算式の中では、W（cm）を面ガラス見付幅とし、
　設計風圧力をP（N/cm2）としていますので、ご注意ください。

N/cm2＝ N/m
2

10000

　 : スティフナーガラス1枚あたりの幅   cm　　

t   : スティフナーガラス厚さ            　 cm

}ab P : 設計風圧力　         N/cm2＊

 h : 面ガラス見付高さ     cm
W: 面ガラス見付幅＊     cm

h≧Wの場合

a＝ （3h2－W2）WP
14400t

W W

a

a

　
（
ガ
ラ
ス
上
端
高
さ
）

Z

b＝ （3h2－W2）WP
7200t

h≧Wの場合

W W
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（
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さ
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Z

h
（
面
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ス
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さ
）

h
（
面
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h＜Wの場合

a＝ Ｐh3
7200t

W W

a
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（
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h
（
面
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b＝ Ｐh3
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h＜Wの場合
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さ
）

Z
h
（
面
ガ
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ス
見
付
高
さ
）

※設計風圧力は建設省告示第1458号による。

b

a

a

スティフナーガラス幅の計算式

ご注意




